
位置図 

1:25,000活断層図 曽根丘陵断層帯とその周辺「塩山」 

1:25,000活断層図 曽根丘陵断層帯及び糸魚川－静岡構造線断層帯とその周辺「甲府 改訂版」 

1:25,000活断層図 身延断層及び糸魚川－静岡構造線断層帯とその周辺「身延」 

1:25,000活断層図 身延断層とその周辺「南部」 

 

 

  

資料３ 

新たな公開図郭 公開済図郭 



概要 

1.断層索引図（「塩山」の範囲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

① 曽根
そ ね

丘 陵
きゅうりょう

断層群 

活断層 

新たに確認された区間 

１① １② 

１③ 

１④ 



2.今回の調査で得られたこと 

「塩山」の図には、曽根
そ ね

丘 陵
きゅうりょう

断層群約17kmと、その他の推定活断層を表示しています（下表の番号は、

断層索引図に記載した番号に対応しています）。 

 

番号 断層名 断層について 

 １ 

 

曽根
そ ね

丘 陵
きゅうりょう

断層群 

 

甲州市勝沼町苦名
にがな

付近から隣接する「甲府 改訂版」図面内

の市川
いちかわ

三郷町
みさとちょう

下
しも

大鳥居
おおどりい

付近に至る活断層です。本図には縦ず

れ※の変位を主体として一部に活撓曲
とうきょく

※、活褶 曲
しゅうきょく

※、地形面

の傾動※を伴う、北東－南西方向に延びる⾧さ約17 kmの区間

が表示されています。 

今回の調査で、笛吹市八代町高家
こうか

付近（図中１①の区間）、

同市御坂町
みさかちょう

竹居
たけい

付近（図中１②の区間）、同市御坂町金川原
かねがわばら

付

近から御坂町下
しも

野原
のはら

付近（図中１③の区間）、甲州市塩山
えんざん

西野原
にしのはら

から同市勝沼町等々力
と ど ろ き

付近（図中１④の区間）を新たに

活断層として確認しました。 

 

  

※ 印は､参考資料の｢5.用語の説明｣を参照 



概要 

1.断層索引図（「甲府 改訂版」の範囲） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

１ 曽根丘陵
そねきゅうりょう

断層群 

２ 下円井
しもつぶらい

断層 

活断層 

新たに確認された区間 

３ 市之瀬
い ち の せ

断層群 

４ 富士見山
ふ じ み や ま

断層群 

３① 

３② 

３③ 

1① 

1② 

1③ 

1④ 



2.今回の調査で得られたこと 

「甲府 改訂版」の図には、曽根
そ ね

丘 陵
きゅうりょう

断層群約11km、下円井
しもつぶらい

断層約1km、市之瀬
い ち の せ

断層群約13km、

富士見山
ふ じ み や ま

断層群約5kmと、その他の推定活断層を表示しています（下表の番号は、断層索引図に記載した番

号に対応しています）。 

 

番号 断層名 断層について 

   １ 

 

曽根
そ ね

丘 陵
きゅうりょう

断層群 

 

隣接する「塩山」図面内の甲州市勝沼町苦名
にがな

付近から本図の

市川
いちかわ

三郷町
みさとちょう

下
しも

大鳥居
おおどりい

付近に至る活断層です。本図には縦ずれ※

の変位を主体として、一部に活撓曲
とうきょく

※、活褶 曲
しゅうきょく

※、地形面の

傾動
けいどう

※を伴う、北東－南西方向に延びる⾧さ約11 kmの区間が

表示されています。 

今回の調査で、市川三郷町市川大門
いちかわだいもん

付近（図中１①の区

間）、同町上野
うえの

付近（図中１②の区間）、甲府市下
しも

曽根町
そねちょう

付近

（図中１③・ １④の区間）を新たに活断層として確認しまし

た。 

   ２ 下円井
しもつぶらい

断層 

本図に隣接する「韮崎 改訂版」から連続し、南アルプス市

有
あり

野
の

付近に至る活断層です。本図には縦ずれ※の変位を主体と

する、北北東－南南西方向に延びる長さ約1kmの区間が表示さ

れています。 

３ 市之瀬
い ち の せ

断層群 

南アルプス市有野
ありの

付近から富士川町入町
いりちょう

付近に至る活断層

です。縦ずれの変位を主体として、一部に左横ずれ※の変位、

活撓曲※、地形面の傾動※を伴う、北北西－南南東方向に延びる

⾧さ約13 kmの区間が表示されています。 

今回の調査で、南アルプス市築山
つくやま

付近から大和
おおわ

川
がわ

右岸付近

（図中３①の区間）、南アルプス市北新
きたあら

居
い

付近（図中３②の区

間）、富士川町舂
つき

米
よね

付近（図中３③の区間）を新たに活断層と

して確認しました。 

４ 富士見山
ふ じ み や ま

断層群 

富士川町駅前
えきまえ

通
どおり

二丁目付近から隣接する「身延」図面内の

早川町笹走に至る活断層です。本図には、縦ずれ※の変位を主

体とし、北東－南西方向に延びる⾧さ約5 kmの区間が表示さ

れています。 

 

 

 

 

 

※ 印は､参考資料の｢5.用語の説明｣を参照 



概要 

1.断層索引図（「身延」の範囲） 

 

 

 

 

 

 

 
  

新たに確認された活断層 

活断層 

２ 富士見山
ふ じ み や ま

断層群 

３ 新たに確認された活断層 

西乗
にしのり

川
がわ

断層 

１ 身
み

延
のぶ

断層 



2.今回の調査で得られたこと 

「身延」の図には、身
み

延
のぶ

断層約13 km、富士見山
ふ じ み や ま

断層群約8 km、新たに確認された西乗
にしのり

川
がわ

断層約0.5 km

と、その他の推定活断層を表示しています（下表の番号は、断層索引図に記載した番号に対応していま

す）。 

 

番号 断層名 断層について 

   １ 身
み

延
のぶ

断層 

山梨県身延町粟倉
あわぐら

から、隣接する「南部」図面内の静岡県富

士宮市橋上
はしかみ

南東方に至る活断層です。本図には、左横ずれ※の

変位を主体とし、北北西－南南東方向に延びる⾧さ約13 kmの

区間が表示されています。 

２ 富士見山
ふ じ み や ま

断層群 

隣接する「甲府 改訂版」図面内の富士川町駅前通二丁目付

近から本図内の早川町笹走
ささばしり

に至る断層です。本図には、北北

東－南南西方向に延びる長さ約8 kmの区間が表示されていま

す。 

３ 

西乗
にしのり

川
がわ

断層 

（新たに確認された

活断層） 

山梨県南部町西乗
にしのり

から隣接する「南部」図面内の静岡県富士

宮市北ヶ谷
き た が や

戸
と

付近に至る活断層です。本図には左横ずれを主体

とし、北北西－南南東方向に延びる長さ約0.5 kmの区間が表

示されています。 

本断層は、今回の調査で新たに確認された活断層です。 

 

 

 

 

  

※ 印は､参考資料の｢5.用語の説明｣を参照 



概要 

1.断層索引図（「南部」の範囲） 

 

 

 

 

 

 

 
  

３①
a 

新たに確認された活断層 

新たに確認された区間 

活断層 

１① １ 身
み

延
のぶ

断層 

２ 新たに確認された活断層 

西乗
にしのり

川
がわ

断層 

３ 田代
たしろ

峠
とうげ

断層 



2.今回の調査で得られたこと 

「南部」の図には、身
み

延
のぶ

断層約16 km、新たに確認された西乗
にしのり

川
がわ

断層約7 kmと、田代
たしろ

峠
とうげ

断層約11 kmを表

示しています（下表の番号は、断層索引図に記載した番号に対応しています）。 

 

番号 断層名 断層について 

   １ 

 

身
み

延
のぶ

断層 

 

隣接する「身延」図面内の山梨県身延町粟倉
あわぐら

から、静岡県富

士宮市橋上
はしかみ

南東方に至る活断層です。本図には左横ずれ※の変

位と縦ずれ※の変位を主体とし、活撓曲
とうきょく

※を伴う、北北西－南

南東方向に延びる⾧さ約16 kmの区間が表示されています。 

今回の調査で、山梨県南巨摩郡南部町八木沢
や ぎ さ わ

付近（図中１①

の区間）を新たに活断層として確認しました。 

２ 

西乗
にしのり

川
がわ

断層 

（新たに確認された

活断層） 

隣接する「身延」図面内の山梨県南部町西乗
にしのり

付近から静岡県

富士宮市北ヶ谷
き た が や

戸
と

付近に至る活断層です。本図には左横ずれの

変位を主体として、一部に縦ずれ変位を伴う、北西－南東方向

に延びる長さ約7 kmの区間が表示されています。 

本断層は、今回の調査で新たに確認された活断層です。 

３ 田代
たしろ

峠
とうげ

断層 

山梨県南部町と静岡県静岡市清水区の境界付近に位置する田

代峠付近から，静岡市清水区布沢
ぬのざわ

付近に至る活断層です。本図

には左横ずれの変位を主体とし、一部に縦ずれ変位を伴う、北

部から中部においては北北西－南南東方向、南部においては西

北西−東南東方向に延びる長さ約11 km の区間が表示されてい

ます。 

今回の調査で、静岡市清水区下
しも

黒川
くろかわ

南方（図中３①の区間）

を新たに活断層として確認しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 印は､参考資料の｢5.用語の説明｣を参照 


